
 1 級 解答・解説 (工業簿記) 

第１問 

解１答 

問１    （単位：万円） 

①（借方）間接労務費 ☆ 201 ②（借方）間 接 経 費 ☆ 917

③（貸方）仕 掛 品 ☆ 1,300 ④（借方）直接材料費 ☆ 2,261

⑤（借方）直接労務費 ☆ 225 ⑥（貸方）製 品 ☆ 3,800

⑦ 営業利益 ★ 909 ⑧ 税引前利益 ★ 710

問２    （単位：万円） 

（借方） 仕 掛 品   100 （貸方） 外注加工賃   100 ☆ 

☆ につき２点 計20点 

★ につき１点 計16点

材料の棚卸減耗費は、間接経費として処理します。

Point

製造間接費勘定、仕掛品勘定、損益計算書上の金額（問１）

以下において、各費目の前に付した番号は、[資料]の番号を示しています。

１．製造間接費勘定

製造間接費 (単位：万円)

間接材料費 仕掛品 1,300＊４

2. 補助材料費 95＊１ 21. 操業度差異 15＊１

7. 工場消耗品費 21＊１

13. 消耗工具器具備品費 60＊１

16. 消耗工具器具備品費    17

小計 193＊１

間接労務費

3. 間接工賃金 95＊１

6. 直接工間接作業賃金 17＊１

6. 手待賃金 3＊１

6. 定時間外割増賃金 8＊１

8. 間接工賃金 15＊１

10. 工場職員給料 25＊１

20. 工場職員給料    38

小計 201＊１

間接経費

1. 棚卸減耗費 2＊２

4. 工場固定資産税 5＊１

5. 工員募集費 4＊１

15. 福利施設負担額 32＊１

18. 工場厚生費 40＊１

25. 工員訓練費 10＊１

31. 水道光熱費 12＊１

35. 工場減価償却費 812＊３

小計 917＊１

9. 予算差異 4＊１

1,315＊１ 1,315＊１

＊１ 15 万円(月初有高)＋90 万円(当月仕入高)－10 万円(月末有高)＝95 万円 

＊２ 39 万円(月末帳簿残高)－37 万円(月末実際有高)＝2万円 

＊３ 902 万円－90 万円(長期休止設備の減価償却費)＝812 万円 

＊４ 予定配賦額：貸借差額

２．仕掛品勘定 

仕掛品 (単位：万円)

39. 月初有高 34＊１ 製品 3,800＊２

直接材料費 23. 異常仕損費 81＊１

1. 素材費 2,261＊１ 39. 月末有高 39＊１

直接労務費

6. 直接賃金 225＊１

直接経費

19. 外注加工賃 100＊１

製造間接費 1,300＊１

3,920＊１ 3,920＊１
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第２問 

解１答 

① Ａ ＣＡＡ  ★

② Ａ ＡＡ Ｃ  ★

③ ＨＨＨＨ Ｉ  ★

④ ＨＨＨ Ｉ ＨＨ Ｎ ★

⑤ Ａ Ａ ＢＡ  ★

⑥ Ａ ＰＯ Ｅ ★ 

⑦ ＨＨＨＨ Ｉ  ★

⑧ Ａ Ｏ Ｐ Ｅ ★ 

⑨ Ｈ ＨＨＨＨ Ｉ Ｎ ★

★ につき１点 合計９点 



 1 級 解答・解説 (原価計算) 

解１答 

問１ 

予算営業部長利益 ★ 20,945,000 円 予算営業部利益 ★ 17,445,000 円 

実績営業部長利益 ☆ 21,841,200 円 実績営業部利益 ★ 18,341,200 円 

問２ 

営業部予算実績差異分析表 （単位：円） 

予算営業部利益     （ 17,445,000  ） 

製品α売上高価格差異 （  ☆ △ 894,000 ） 

製品β売上高価格差異  （ 547,200 ） 

小 計    （      △ 346,800 ） 

製品α売上高販売数量差異    （  ★ 3,240,000 ） 

製品β売上高販売数量差異     （  ☆ △ 456,000 ） 

小 計  （  2,784,000 ） 

計：売上高差異      （  2,437,200 ） 

製品α変動売上原価数量差異   （  ☆△ 1,242,000 ） 

製品β変動売上原価数量差異 （  ★ 171,000 ） 

計：変動売上原価差異 （    △ 1,071,000 ） 

製品α変動販売費価格差異     （  ★ 178,800 ） 

製品β変動販売費価格差異 （  ★ 91,200 ） 

小 計      （   270,000 ） 

製品α変動販売費数量差異     （  ☆ △ 216,000 ） 

製品β変動販売費数量差異 （  ★ 76,000 ） 

小 計    （      △ 140,000 ） 

計：変動販売費差異    （ 130,000 ） 

管理可能固定販売費差異 （  ★ △ 600,000 ） 

管理不能固定販売費差異  （ 0 ） 

計：固定販売費差異 （      △ 600,000 ） 

実績営業部利益  （  18,341,200 ） 

問３ 

市場占拠率差異 市場総需要量差異 

製品α ☆ 6,705,000 円 ★ △3,465,000 円 

製品β ★ △2,052,000 円 ☆ 1,596,000 円 

☆ につき２点 合計 25 点

★ につき１点 合計 25 点

解 説 

問題文をよく読む

本問は営業部を単位としたセグメント別損益計算を前提に、予算実績差異分析が問われています。

当初の報告書では、会話文中にもあるとおり、営業部の実績の変動売上原価の計算にあたり、製造部の

実績変動製造原価を用いたことにより、製造部の原価の不能率（標準変動製造原価と実際変動製造原価の

差、つまり標準変動製造原価差異）が、営業部の利益に影響をもたらしています。 

営業部の業績評価を適切に行うためには、営業部の活動とは直接関係しない製造部の原価の不能率を除

外しなければなりません。したがって、営業部の業績評価用実績利益を計算するために、実績の変動売上

原価は、予算と同様に標準原価にもとづいて計算します。

なお、当初の報告書の内容は次のように推定できます。 

実  績 予  算

売上高
＠2,950 円×17,880 個 

＋＠1,260円×9,120個＝ 64,237,200 円

＠3,000 円×16,800 個 

＋＠1,200円×9,500個＝ 61,800,000 円

変動売上原価
＠1,210 円＊１×17,880 個 

＋＠480円＊２×9,120個＝ 26,012,400 円

＠1,150 円×16,800 個 

＋＠450 円×9,500 個＝  23,595,000 円

変動販売費
＠190 円×17,880 個 

＋＠190 円×9,120 個＝ 5,130,000 円 

＠200 円×16,800 個 

＋＠200 円×9,500 個＝  5,260,000 円 

貢献利益 33,094,800 円 32,945,000 円 

固定費 16,100,000 円 15,500,000 円 

営業部利益 16,994,800 円 17,445,000 円 

＊１ [資料]１.より、製品αの実績の単位あたり変動製造原価(製造部の実績変動製造原価) 

＊２ [資料]１.より、製品βの実績の単位あたり変動製造原価(製造部の実績変動製造原価) 

この報告書では、Ａ社長の言うように、Ｂ営業部の営業利益は予算より 450,200 円少ない(16,994,800

円（実績）－17,445,000 円（予算）＝△450,200 円)とされています。

 予算利益および実績利益の計算（問１）

営業部長の提案により、次のように予算利益および実績利益を計算します。

実  績 予  算

売上高
＠2,950 円×17,880 個 

＋＠1,260円×9,120個＝ 64,237,200 円

＠3,000 円×16,800 個 

＋＠1,200円×9,500個＝ 61,800,000 円

変動売上原価
＠1,150 円＊１×17,880 個 

＋＠450円＊２×9,120個＝ 24,666,000 円

＠1,150 円×16,800 個 

＋＠450 円×9,500 個＝  23,595,000 円

変動販売費
＠190 円×17,880 個 

＋＠190 円×9,120 個＝ 5,130,000 円 

＠200 円×16,800 個 

＋＠200 円×9,500 個＝  5,260,000 円 

貢献利益 34,441,200 円 32,945,000 円 

管理可能固定販売費 12,600,000 円 12,000,000 円 

営業部長利益 21,841,200 円 20,945,000 円

管理不能固定販売費 3,500,000 円 3,500,000 円

営業部利益 18,341,200 円 17,445,000 円

＊１ [資料]１.より、製品αの予算の単位あたり変動製造原価(標準原価) 

＊２ [資料]１.より、製品βの予算の単位あたり変動製造原価(標準原価) 

以上より、Ｂ営業部の営業利益は予算より 896,200 円多い(18,341,200 円（実績）－17,445,000 円（予

算）＝896,200 円)と評価されるべきであることがわかります。 
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